
令和 6年 3月 13 日 

総務委員会 

カーボンニュートラル推進事業本部 

株式会社浜松新電力への増資について 

1.増資目的 

浜松市の浜松新電力への経営に対する関与を強めると共に、地域のカーボン

ニュートラル実現に向けた再生可能エネルギーの地産地消やエネルギーの地域

経済循環などを、より一層積極的に推進していくため。

2．取得株式数、購入価格・出資金額 

（1）取得株式数 

1,050 株 

（2）株価 

46,668 円  

※第 8期（令和 4年度末時点）の 1株当たり純資産額から算定 

  純資産額 280,009,952 円÷発行株式数 6,000 株= 46,668 円 

（3）出資金額 

   49,001,400 円 

3．増資後持株割合・出資割合 

〔増資前〕 

出資比率 持株比率

金額（千円） 比率 持株数 比率

NTTアノードエナジー 15,000 25.00% 1,500 25.00%

NECキャピタル 
ソリューションズ 

15,000 25.00% 1,500 25.00%

浜松市 5,000 8.33% 500 8.33%

遠州鉄道 5,000 8.33% 500 8.33%

須山建設 5,000 8.33% 500 8.33%

サーラエナジー 5,000 8.33% 500 8.33%

中村建設 5,000 8.33% 500 8.33%

静岡銀行 2,500 4.17% 250 4.17%

浜松磐田信用金庫 2,500 4.17% 250 4.17%

合計 60,000 100% 6,000 100%
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〔増資後〕 

※上記のとおり、出資金比率が 1/4 を超えることにより、「浜松市外郭団体の

設立及び運営に対する関与の基本方針」に基づき市の外郭団体に位置付ける

とともに、「地方自治法第 199 条第 7項」により監査委員監査の対象となる。 

4．増資による今後の取組 

①実質再エネ 100％電力の供給拡大 

電力使用に伴う CO2 排出量が実質ゼロとなる電力の供給拡大を進める。 

②民間需要家の拡大 

現状、浜松新電力の顧客の約 9割が小中学校を中心とした公共施設。 

今後は、民間需要家（特に地域中小企業）の拡大を進める。 

③総販売電力量の拡大 

現状、浜松新電力の販売電力量は、年間約 36,000MWh。 

地域の中小企業など民間の需要家を拡大するなどして、2030 年度までに 2

倍以上に拡大する。 

④新たな電力供給事業の推進 

太陽光発電事業者と連携するなどして、自前の電源を確保しつつ、PPA 方式

の電力供給事業など、新たな電力事業を展開していく。 

 ⑤事業運営基盤の強化 

実質再エネ電力の供給拡大や新たな電力供給事業などを推進していくため

のスタッフ増員など、事業運営基盤を強化する。

出資比率 持株比率

金額（千円） 比率 持株数 比率

NTTアノードエナジー 15,000 13.76% 1,500 21.28%

NECキャピタル 
ソリューションズ 

15,000 13.76% 1,500 21.28%

浜松市 54,000 49.54% 1,550 21.99%

遠州鉄道 5,000 4.59% 500 7.09%

須山建設 5,000 4.59% 500 7.09%

サーラエナジー 5,000 4.59% 500 7.09%

中村建設 5,000 4.59% 500 7.09%

静岡銀行 2,500 2.29% 250 3.55%

浜松磐田信用金庫 2,500 2.29% 250 3.55%

合計 109,000 100% 7,050 100%
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5.今後のスケジュール 

3 月末  出資金支払い完了 

4 月上旬 浜松新電力法人登記 
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